































































15 26（1.6） 1.67（0.09） 60.3（10.9）
11 25.5（1.6） 1.64（0.07） 55.5（6.9）


























矩形面積 (m²) 0.048±0.033 0.050±0.032 0.044±0.026
総軌跡長 (m) 1.62±0.48 1.79±0.50 1.66±0.44
外周面積 (m²) 0.025±0.016 0.028±0.012 0.024±0.012
膝関節伸展力 (kgw) 50.6±28.7 50.1±27.9 49.7±27.6
発力の筋電変化
の積分値 (mv/s)
左 0.057±0.029 0.058±0.020 0.056±0.019
右 0.065±0.056 0.053±0.0235 0.059±0.033
　各聴取条件における全身反応時間を示した。各実験協
力者が各聴取条件の全身反応時間は最も速いのは音楽条
件（0.38±0.08sec）であった。一番遅かったのは騒音条
件（0.41±0.11sec）であった。また音楽条件と騒音条件
の間及び騒音条件とコントロール条件の間には統計的に
有意差が見られた（p<0.05）。
　各聴取条件における重心動揺の矩形面積では，最も小
さかったのはコントロール条件であった。音楽条件の中
でであった。最も大きかったのは騒音の聴取条件であっ
た。各聴取条件の間に統計的に有意差が認められなかっ
た。総軌跡長から見ると，実験協力者が最も短かったの
は音楽条件であった。外周面積から見ると，実験協力者
が最も小さかったのはコントロール条件であった。また
音楽条件の中ではであった。最も大きかったのは騒音条
件であった。
　各聴取条件における膝関節の最大伸展力を示した。最
も大きかったのは音楽条件（50.6±28.7Kgw）であった。
また最も小さかったのはコントロール条件（49.7±
27.6Kgw）であった。各聴取条件の間に有意差が認めら
れなかった。
　各聴取条件における大腿直筋の活動電位の積分値を示
した。左足では最も大きかったのは騒音条件（0.058±
0.020mv/s） であった。最も小さかったのはコントロール
条件（0.056±0.019mv/s）であった。右足では最も大き
かったのは音楽条件（0.065±0.056mv/s）であった。最
も小さかったのは騒音条件（0.053±0.024mv/s）であっ
た。また音楽条件と騒音条件の間に統計的に有意差が認
められた（p<0.05）。騒音条件とコントロール条件の間
に有意差が認められた（p<0.05）。
　騒音条件したところで活動電位の頻度が最も大きかっ
たことがわかった。右足に関して筋電位の頻度変化は無
視できないことがわかった。今後筋肉の発力電位変化の
測定を追加したいと考えている。
　本研究では，好みの音楽について，定義として不足な
ところがあるとみられ，音楽分類方法から考えると，好
みの音楽聴取した後の気分が上がる場合と下がる場合二
つの可能性があると考えられる。今後の課題として好み
の音楽聴取の設定を再検討する必要があると考えられ
る。 
